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男女共同参画推進オフィスで図書の貸し出しを 
スタートします！ 
 

 男女共同参画に関する図書の貸し出しをスタートします！子育てや介護、 
ワーク・ライフ・バランスなどご自身の生き方を見つめる機会として是非お役立 
てください。               

 
            

 今年度2回目となる男女共同参画セミナーは、ストレスフルな社会を行き抜く 
心の在り方をテーマに心理カウンセラーの藤木美保さんにご講演いただきます。 
 プレッシャーにさらされ続ける仕事、一瞬たりとも待ってくれない育児、家事・・・ 

。 
それもご尤もですが、過度なストレスは心身に深刻な影響を及ぼします。 
そうなる前にストレスと上手に付き合う方法を探してみませんか。 

日時：平成２６年１１月１８日（火）１６：００～１７：３０ 
場所：大阪大学銀杏会館 ３Ｆ 大会議室 
詳細HP ： http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/diversity/gender/events/ou 
 
参加御希望の方は、氏名・所属・職名（又は学年）・連絡先を記載のうえ、メール 
またはＦＡＸでお申込みください。 メール geoffice-gea@ml.office.osaka-u.ac.jp FＡＸ06-6879-4406 

申込受付中!! 

第９回女子中高生のための関西科学塾を本学で
も開催します！ 
 

 女子中高生を対象に、理系進路の選択を応援する「女子中高生のための関
西科学塾」が今年度も開催されます。大阪大学では７名の先生方の協力を
得て、１１月９日（日）に女子高校生を対象に実験講座を開催します。 

実験テーマや他大学プログラムについては、ＨＰを御覧ください!!  
                                           
                              ※「女子中高生のための関西科学塾」は、大阪大学・京都大学・神戸大学・奈良
女子大学・大阪府立大学が連携し、第一線の研究者・女性研究者からの講話・
懇談、実験講座等を実施し、女子中高生の理系進路選択を支援しているイベント
です。 

http://kagaku-juku.jp/ 

蔵 書 数 ：１６９冊 (平成２６年１０月現在) 

所蔵・閲覧場所：男女共同参画推進オフィス（吹田キャンパス 本部南棟2階） 

閲 覧 時 間 ：平日9：00～17：00（大学が定める休日を除く） 

閲覧・貸出対象者：本学の教職員・学生 
貸 出 冊 数 ：１回３冊まで 
貸 出 期 間 ：３週間   
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皆様の声
の実現に
取り組み
ます！ 

 
 

 「こういった場合どうすればいいの？」  
 

 「こういうイベントを開催してほしい！」 
 

 「こんな支援があればいいのに・・・・」 
 

７月２９日（火）平成２６年度第１回男女共
同参画セミナーを開催しました！ 

 今年度第１回のセミナーでは、介護ジャーナリストの小山朝子さんをお迎えし、
突然やってきて、終わりが見えない「介護」にどう向き合ってきたか、どう向き合え
ばよいかといったことについて講演していただきました。 
 

 小山さん自身が９年以上もの間、祖母の介護を経験されていて、講演の途中には、
小山さんが実際に介護をされていた様子を映したＤＶＤが上映されました。 
 

      「自分が全てを担当するとは思わないこと」 
      「ア ンバランスな時期があってもよい 」 
      「で き る こ と を毎日淡々 と や っ て い く 」 
 
など、参加者にとってそれぞれ印象に残る言葉があったようで、現在介護中の方に
とっては「共感できるところが多かった」、これから介護の準備を考えている方にとって
は「もしもの時の心構えなどがイメージできた」、「親が元気なうちにできる限りのこと
はしておきたい気持ちになった」などの感想がありました。 
 

 また、講演終了後には交流会が実施され、計１１名が参加しました。 
交流会は初の試みでしたが、小山先生だけではなく、参加者も自身の介護に 
ついてお話しいただくなどじっくりと話をすることができ、時間が足りないといった感 
じではありましたが、盛況のうちに終了することができました。

研究支援員制度後期を開始しました！ 

 平成２６年１０月現在、２５名の利用者に対して３2名の研究支援員が配
置されました。(前期：利用者２７名  研究支援員３３名) 
 利用者の募集は締め切っておりますが、緊急に支援が必要な場合は男女共同
参画推進オフィスまで御相談ください。 
 

研究支援員制度とは？ 
 出産や育児、介護等の様々なライフイベントに直面し、研究時間を十分に確保でき
ない研究者を支援するため、大学院修了者や学生等を「研究支援員」として大阪大
学が雇用する制度です。 

詳細ＨＰ http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/diversity/gender/support 


